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１８日の運動会では、たくさんの拍手と声援を

ありがとうございました。34名の子どもたちには

広すぎる運動場ですが、保護者の皆さんに見て

いただきながら楽しんだ運動会になったと思いま

す。５・６年の応援合戦のダンス中に音楽が止ま

るというハプニングが起きましたが、「自分たち

の力で成し遂げる」「成功させる」という子ども

たちの思いと、「早く音楽を復活させて子どもた

ちに躍らせてあげたい」という教員の思い、そし

て何より温かく見守り手拍子でつないでくださっ

た保護者の皆様の思いが、一つになっているのを感じました。「ピンチはチャンス」とはこのことだと

思いました。下津井東小のすばらしさを実感し、この場にいることができた幸せに喜びの涙が・・・。 

１年生にとっては、小学校での初めての運動会。

はじめの言葉も堂々と言うことができました。リレー

は半周ずつでしたが楽しそうに一生懸命走る姿に

感動です。２年生は、走りっぷりも少しお兄ちゃん、

お姉ちゃんでしたね。ダンスと玉入れは、「ちょっと

長かった」と反省。あまりのかわいさにほほえましく

見ていましたが、疲れたでしょうね。たくさんの玉を

一度に投げてたのはだあれ？「そんなの無理でし

ょ。」と思っていたら、運よく１・２個入ってびっくり！！ 

５３・４年生は、「とこはい下津井節」と「ソー

ラン節」を１３名で熱演しました。練習中か

ら楽しそうに踊っている姿にうれしく思って

いました。４年生は、３年生の時に比べて、

かなり上達しているのを感じました。積み上

げって大切ですね。４月から一緒に過ごして

きたカナダ在住のイーサン。今日が最終

日。運動会を一緒にできたことをうれしく思

います。誰よりも楽しんで踊っていたのではないでしょうか？イーサンの明るさ積極性によい影響を

受け、楽しく練習ができていました。少ない人数ですが、力いっぱい踊りましたね。 

６年生は、最後の運動会。騎手・団長として活躍しました。 １年生、はじめのことば 


